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本宮市人口ビジョンの改訂及び 

(仮称)第２期本宮市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定方針 

 

１．策定の背景                                             

国において急速な少子高齢化社会への対応、人口の東京一極集中の是正及び将来に

わたって活力ある日本社会を維持するため、平成 26（2014）年 11 月 28 日に「まち・ひ

と・しごと創生法」を公布し、同年 12 月 27 日には、「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」

及び「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が閣議決定された。 

市町村においても、国及び県の策定する総合戦略を勘案して、地域の実情の応じた「市

町村まち・ひと・しごと創生総合戦略」を定めることとされ、本市では、平成 27 年 10 月に

「本宮市人口ビジョン」及び「住みたいふるさと もとみや創生総合戦略」を策定し、人口増

加対策や地域活性化に取り組んでいる。 

今年度は、地方創生における５ヵ年の第１期「総合戦略」の最終年度となり、国は令和元

年６月 21 日に「まち・ひと・しごと創生基本方針 2019」を閣議決定し、地方創生の次のス

テージに向け、第２期総合戦略策定に着手している。さらに、地方公共団体においても、地

方創生の深化に向け、切れ目のない取組みを要請している。 

こうした国の動向を踏まえ、引き続き人口減少に対応し、少子高齢化社会及び活力ある

本宮市を創造するため、(仮称)第２期本宮市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下、「第２

期総合戦略」という。）を策定する。 

 

２．本宮市人口ビジョンの改訂について                                             

○今年度スタートした「本宮市第２次総合計画」の将来人口推計では、「地方人口ビジョン

の策定のための手引き」（平成 27年１月）を参考に、平成 27年国勢調査人口をベース

にして 2060年までの将来人口推計を行った。 

○国が示す人口の現状分析及び将来展望では、自然増減や社会増減に関する見通しを

立てるほか、移住や地元就職率の動向や進路希望状況など多面的な調査・分析、地域

連携の取組み等を視野に入れるなど、地域の実情に応じた調査・分析を行い、人口の将

来展望を見通すことが求められるとされていることから、市の最上位計画である本宮市

第 2次総合計画の将来人口推計を本宮市人口ビジョン【第 2版】として読み替え、総合

計画の将来人口推計と人口ビジョンの将来展望の整合性を図り、改訂することとする。  

(別紙１参照) 
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３．第２期総合戦略の概要                                      

 (１)計画期間 

令和２年度（2020）から令和５年度（2023）までの４年間とする。 

※国の第２期総合戦略は令和２年度（2020）から令和６年度（2024）までの５年間 

※本宮市第２次総合計画の重点プロジェクトを推進するアクションプランとして位置づ

けるため、計画期間を本宮市第２次総合計画前期基本計画の終期に合わせる。 

 

 （２）位置づけ 

   市の最上位計画である本宮市第２次総合計画との整合を十分に図り、３つの重点プ

ロジェクト（①次世代を育てる ②暮らしの安心を守る ③賑わいを生み出す）を推進す

るアクションプランとして位置づける。 

 

 (３)基本的な考え方 

国は、第１期で根付いた地方創生の意識や取組みを 2020 年度以降にも継続し、「継

続を力にする」という姿勢で、第２期総合戦略を策定し、地方創生のより一層の充実・強

化に取り組むこととしている。 

本市においても第１期総合戦略に掲げる３つの基本目標の枠組みを維持し、本市の特

性を活かした計画とする。 

     ①もとみやの魅力を高め 住みたくなるまちをつくる 

     ②市民の希望をかなえ 安心で豊かな暮らしを実現する 

③絆で結び 活気と笑顔あふれる住みよいまちをつくる 

 

 (４)第１期総合戦略基本目標に関する指標の検証について 

   第２期総合戦略の策定に当たっては、現在の総合戦略に基づく施策・事業の成果及び

課題を踏まえて策定していく。  

    各施策に設定している KPI（重要業績評価指標）についても同様に効果検証を行い、

見直しや強化をしていく。 

    また、毎年度施策の効果検証ができる指標を設定するとともに、実態に即した目標値

の設定を行う。 

 

 

 

 

 

【現在の総合戦略における３つの基本目標】 
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 (５)第 2期総合戦略の策定に向けた新たな視点 

第 2 期総合戦略の策定に当たって、国から下記のとおり新たな視点が示されており、

これらの視点も含めて戦略を策定する。 

    ①民間と協働する（地域の担い手、企業） 

    ②人材を育て活かす（人材の掘り起こし、育成等） 

    ③新しい時代の流れを力にする（Society5.0の実現、SDGｓ等） 

    ④地方へのひと・資金の流れを強化する（関係人口等） 

    ⑤誰もが活躍できる地域社会をつくる（女性、高齢者、外国人等） 

    ⑥地域経営の視点で取り組む（ストック活用、マネジメント等） 

 

４．策定スケジュール（案）                                              

時 期 内 容 

１月 14日 
本宮市地域創生有識者会議 

・第２期総合戦略策定方針、骨子（案）、ビジョン（案）協議 

１月中旬 
議会（全員協議会） 

・第２期総合戦略策定方針、骨子（案）、ビジョン（案）協議 

１月下旬 
本宮市総合計画推進本部 

・第２期総合戦略（素案）協議 

２月中旬 
本宮市地域創生有識者会議 

・第２期総合戦略（素案）協議 

２月中旬 
議会（全員協議会） 

・第２期総合戦略（素案）協議 

３月上旬～中旬 第２期総合戦略パブリックコメント 

３月下旬 

本宮市総合計画推進本部 

・第２期総合戦略（案）報告 

・第２期総合戦略決定 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

(別紙１) 

＜本宮市人口ビジョン【第 1版】の人口の将来展望＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※人口ビジョン対象期間： 2060 年まで 

※本宮市第１次総合計画（2009～2018年度）目標人口を考慮して推計。 

  ⇒2018年目標人口：32,000人 

 

＜本宮市第 2次総合計画の将来人口推計＞ 
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